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1. イントロダクション

科学は、2015年に国連が承認した
持続可能な発展目標（SDGs）[1]に
含まれている幅広いグローバルな
政策目標を支援するために不可欠
です。世界各地の多くの科学者
が、さまざまな分野でこれらのグ
ローバルな目標の実施にすでに関
わっています。しかし、まだまだ
多くの人が関わる必要性と機会が
あります。各国で最も優れた科学
的専門知識の一部を代表している
シニアおよび若手の科学アカデ
ミーに対する最近の調査[2]の結果
によれば、SDGsの認識と理解は比
較的低いことを示しています。

この短いガイドは、国際政策決定に
関するInterAcademy 
Partnership（IAP）におけるプロジェ
クト[3]（2016-2019）の成果です。
このプロジェクトは、アカデミーに
焦点を当てて、SDGへの世界的な科
学コミュニティの貢献を中心に構成
されています。IAP加盟国のアカデ
ミー、若手アカデミー、グローバル
ヤングアカデミー（Annex B参
照）に3つの柱、動員、能力開発、
協働を提供しています。

このガイドの目的は次の三つです:

1. 世界の科学コミュニティと
そのリーダー、特に各国アカデ
ミーのメンバーの間でSDGsの意
識を高めること
2. SDGsの実行方法を理解する
こと
3. SDGsをより効果的に支援す
るように科学者やアカデミーを
奨励すること

このガイドは、SDGsをサポートす
るすべてのネットワーク、機関、
およびプログラムの網羅的なリス
トを意図したものではなく、それ
よりはアカデミーが内部的に、あ
るいはアカデミー同士が、あるい
は政策立案者を含む他のステーク
ホルダーと対話を持ち、またアカ
デミーが関与するための「行動要
請」として、意図されたもので
す。

http://www.un.org/sustainabledevelopment/sustainable-development-goals/
http://www.interacademycouncil.net/24770/29875.aspx
http://www.interacademycouncil.net/23942/23943/29494.aspx
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2. 持続可能な開発目標(SDGs)とは何か?

SDGsは、インパクトの高い、重要
な課題を含む、十分に明確に表現さ
れた、世界的に採択されたフレーム
ワークです。惑星とその人々の将来
の幸福のための青写真です。すべて
の国連加盟国が採択し、2016年1月1
日に発効した2030年持続可能な発展
アジェンダ[6]の17の持続可能な発
展目標（SDGs）[5]は、15年の有望
な枠組みを提供しています。人間、
惑星、繁栄、平和、パートナーシッ
プを指向しています。

ミレニアム開発目標（Millennium
Development Goals [7]）の上に構築
されている一方、17のSDGsは、人
権とすべての包摂をより重視し、持
続可能な発展の経済的、社会的、環
境的側面のバランスをとるよう努め
ています。前例のない範囲と重要性
で、これらの目標はグローバルゴー
ルとも呼ばれ、普遍性の特徴が際
立っています。それらは、異なる国
の現実、能力とレベルの開発を考慮
し、国の政策と優先事項を尊重しな
がらも、すべての国に適用されま
す。これらの目標は貧困層、富裕
層、中所得層のすべての国が、惑星
を保護しながら平和と人間の福祉を
促進する行動を求めています。

SDGsは、持続可能かつ包括的な経
済成長と強力な制度を構築する戦略
と並行して、貧困の減少を実行しな
ければならないことを認識していま
す。教育、健康、ジェンダーの平
等、不平等の削減、雇用機会など、
さまざまな社会的ニーズに対応して
います。そしてまた、気候変動と環
境保護に取り組んでいます。

169のターゲット[8]がSDGsの各目
標を支えています。これらの目標
は、国連統計委員会によって設定
された国際的に合意された232の指
標[9]によってモニターされていま
す。これらのうち三分の一の指標
は、“Tier III”[10]に分類されていま
す。すなわち、測定法と標準は現
在開発中であるか今後開発される
予定のものです。 

SDGsは、国連の歴史の中で最大の
合議プログラムに従って形成され
ました。国連からの指示で、70カ
国からの代表団のオープンワーキ
ンググループ[11]が一連の「グロー
バルな対話」を行い、目標を策定
した。これには、11のテーマ別合
議、83の国別合議、戸別訪問調
査、オンラインアンケートが含ま
れ、低・中HDI（人間開発指標）
国から570万人以上の参加を可能と
しました。

法的に義務付けられているわけで
はありませんが、国連加盟国
は、17のSDGs達成のための当事者
意識と国家の枠組みを確立するこ
とが期待されています。各国は、
目標の実施における進捗状況の
フォローアップとレビューの主な
責任を負います。これらの全国レ
ベルの分析は、地域のフォロー
アップとレビューを行い、その結
果、グローバルレベルでのフォ
ローアップとレビューが行われま
す。

http://www.un.org/en/member-states/
http://www.un.org/sustainabledevelopment/sustainable-development-goals/
https://sustainabledevelopment.un.org/post2015/transformingourworld
http://www.un.org/millenniumgoals/
https://sustainabledevelopment.un.org/topics/sustainabledevelopmentgoals
https://unstats.un.org/sdgs/indicators/indicators-list/
https://unstats.un.org/sdgs/iaeg-sdgs/tier-classification/
https://sustainabledevelopment.un.org/owg.html
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3.なぜアカデミーはSDGsを支援する
必要があるか?

アカデミーや広範な科学コミュニ
ティがSDGsに取り組むことに強い
根拠があります。すべての国連加
盟国はSDGsの遂行に尽力してお
り、各国の優先事項をグローバル
コミットメントと整合させて統合
することで、SDGsが各国内で主流
化されるよう努めています。これ
は、国の研究課題と政策優先事項
が、もしこれらのグローバルな目
標をまだ反映していなければ、そ
れらを反映することを意味しま
す。各国の国家科学システムの重
要な部分として、アカデミーには
構成員の豊富な専門知識を活用し
て、このプロセスを促進する役割
があります。

地域的な科学技術政策アジェンダ
は、存在する場合、同様の再編成
を受けています。たとえば、欧州
連合（European Union）[12]
では、SDGsは世界最大の多国籍研
究基金であるHorizon 2020 [13]の
参照フレームワークになりつつあ
り、また、新たな「開発に関する
欧州合意」[14]を通じ、パート
ナー諸国との開発協力を形作るた
めの参照枠組みになっています。
同様に、東南アジア諸国連合
（ASEAN）[15]は、SDGsとその
「Vision 2025」ロードマップ[16]
との間の相補性を探求していま
す。

SDGsは、必然的に、いずれかの政
府内のさまざまな部署/省庁と関係
しています。これらの省庁は、目
標の日常業務への統合を管理し、

レビューするための、そして、そ
れを達成するための政策とプログ
ラムを考案し実施するためのツー
ルと機関を必要とします。アカデ
ミーは、以下のために専門知識を
提供することができます。SDGsを
文脈に置き、その重要性、原因お
よび進路を説明するため。モニタ
リングと評価のフレームワークを
考案し、SDGs間のギャップ、相補
性、相乗効果、トレードオフを特
定するため。複雑なデータや大き
なデータを説明するため。オープ
ンな科学を通して知識の共有を促
進するため。各国のSTIロードマッ
プや行動計画の策定に役立つた
め。学際的な共同作業を促進し実
践するため。政策立案者にアドバ
イスし、その説明責任を果たすた
めに、働いているものとそうでな
いものを独立して評価するため。

SDGsの実現には、すべてのセク
ターや分野、そしてあらゆる世代
にわたる最良の知性、リソース、
ビジネスモデル、革新が必要で
す。アカデミーは、以下のことか
ら国内、地域、およびグローバル
システムに参加することができま
す。認知された、独立した、正直
な専門知識の源泉として。信頼尊
敬されるアドバイザーおよび会議
主催者として。研究や強力な科学
機関への投資の提言者として。若
手研究者の能力を発揮できるよう
支援するメンターやパートナーと
して。

4. どのようにSDGsは
実行されているか?

(1) 国際レベルで

SDGs実施のための主要な国連のイ
ンフラストラクチャーは、科学者
が関与するための主要な窓口とと
もに、図1に示されています。

国連総会[17]は、ニューヨークの国
連本部で毎年7月に開催されるハイ
レベル政治フォーラム（HLPF）
[18]を通じて実施の進捗状況を更新
しています。HLPFは、すべての国
連加盟国、専門機関、その他の利
害関係者が全面的に参加し、SDGs
のフォローアップとレビューの中
心的なプラットフォームです。

HLPFは、事務総長による持続可能
な発展目標報告書[19]から報告を受
けています。この報告書は、国連
が国際機関および地域機関からの
インプットをもとに作成した、世
界的なSDG指標枠組みの最新の入
手可能なデータに基づく、世界的
および地域的進展の評価です。

このフォーラムを支援するのが、
複数の利害関係者の共同作業に基
づいて、SDGsのためのSTIの効果
的な使用を強化することを目的と
した技術促進メカニズム[20]
（TFM）です。加盟国、市民社
会、民間セクター、科学界、国連
機関、その他の利害関係者の間で
協力が行われます。

持続可能な開発
に関する

国連地域委員会

国連専門機関
国連機能委員会

恒久的な国連の組織

特にSDGsのためのもの

メジャーグループ
科学技術コミュニティ

(ICSU/ISSC/WFEO)

図1: 国連SDGsプロセスにおける科学アドバイスのマッピング：国連レベル（簡略図）

SDSN/
SDGアカデミー

国連持続可能な開発
ナレッジ・

プラットフォーム

プロダクト・アウトプット

組織・機構

これらの略図は例示的なもの
です。

矢印は、制度上のリンクとシ
ステムのさまざまな部分への
入力を反映しており、スカ
ラーや比例の関係ではありま
せん。

国連事務総長 

年次SDGs 
進捗報告書

自発的
国別レビュー
（VNR）

図2に拡大

加盟国
各国システム

プライベートセクター
NGOなど

グローバル
持続可能な開発

報告書

技術促進メカニズム

機関間
タスクチーム
（全国連機関）

10人委員会

STI 
マルチステークホルダー

フォーラム

オンライン 
プラットフォーム

国連総会

ハイレベル政治
フォーラム(HLPF)

http://ec.europa.eu/environment/sustainable-development/SDGs/implementation/index_en.htm
https://ec.europa.eu/programmes/horizon2020/en/what-horizon-2020
https://ec.europa.eu/europeaid/policies/european-development-policy/european-consensus-development_en
http://asean.org/asean/about-asean/
http://asean.org/asean-taps-on-vision-2025-to-support-sdgs-2/
http://www.un.org/en/ga/
https://sustainabledevelopment.un.org/hlpf
https://unstats.un.org/sdgs
https://sustainabledevelopment.un.org/TFM
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TFMは、技術のニーズとギャップを
特定すること、STI促進のためのベ
ストプラクティスを共有すること、
そして新しいネットワークとパート
ナーシップを刺激するのに役立ちま
す。TFMは、i）SDGのためのSTIに
関するUNの機関間タスクチーム
（IATT）からなり、ii）以下に説明
するSDGsのためのSTIの毎年開催さ
れるマルチステークホルダーの協働
的なフォーラムで構成され、ま
た、iii）既存のSTIイニシアチブ、
メカニズム、およびプログラムに関
する情報を得るための窓口としての
オンラインプラットフォームで構成
されます。

TFMは、市民社会、民間セクター、
科学界を代表する「10人委員会(10-
member group)」（国連事務総長から
2年任期で任命された）によってサ
ポートされています。その役割
は、IATTにアイデア、助言および
ガイダンスを提供すること、STI
フォーラムを支援すること、そして
アジェンダ2030の推進におけるSTI
システムの役割を促進することで
す。この委員会は次の3つのハイレ
ベルの優先事項を決めました。
（i）STI能力を強化し、各国の個
人、組織、政治レベルで人的能力を
構築する行動と政策、（ii）関連す
る政策、行動、パートナリング、技
術、研究開発成果に関する知識、情
報、経験、助言を共有する複数のプ
ラットフォーム、（iii）国内および
国際STI行動計画を策定するための
複数の仕組み、です。

10人委員会は、STIがどのように
実践され、評価され、報われてい
るか、斬新な変革[21]を求めまし
た。競争から、より大きな協働へ
の変革です。互いに孤立した専門
分野のコミュニティから、新しい
タイプの知識を提供する統合され
たコミュニティへの変革、そし
て、社会のために働くという概念
から、社会的とともに働くこと
へ、オープンかつ包括的に転換す
るよう要請しました。つま
り、STIの実践をグローバルな公
共善にもっと集中させるように変
化させるということです。

TFMは、これらの変革上の問題
を議論するために、毎年の「国連
STIマルチステークホルダー・
フォーラム」[22]を組織する責任
があり、また、個々の、制度的、
国内的、国際的なレベルでどのよ
うに実現されるのかを議論する責
任があります。これらのフォーラ
ムは誰でも参加できます。IAPは
2016年と2017年に代表を派遣しま
した。2017年のSTIフォーラム
[23]の共同議長のまとめは次のよ
うでした：
科学アカデミーおよび関連する組
織化された科学グループは、各国
のSTI政策プロセスおよびニーズ
とギャップの特定に積極的な役割
を果たすよう奨励されるべきであ
る。 [パラグラフ69]

グローバル持続可能な開発報告書
（GSDR）[25]は、毎年報告され
てきた後（2014-2016 [24]）、4年
ごとに発行されるようになりま
す。次のものは2019 HLPFのた
めに用意されています。15人の科
学者からなるグループ[26]は、そ
の作成を任されており、次の4つ
の主要分野でグローバルな科学コ
ミュニティからのインプット[27]
を公表しています：（1）SDGsと
そのターゲット間の相互作用、
（2）持続可能な開発への転換の
道筋、（3）SDGsを超えた見解
（SDGsで明示的に表現されてい
ないが、研究によって特定される
主要な問題）、（4）持続可能な
開発のための科学の役割、です。

SDGsのために特別に設定された
組織に加えて、多数の（恒久的
な）国連組織が存在し、「プログ
ラムと資金programmes and
funds」i、「専門機関 specialised
agencies」ii、「機能委員会
functional commissions」iiiと呼ば
れています。これらもSDGsに貢
献し、アカデミーや広範なサイエ
ンス・コミュニティにとっての豊
富な、あるいは複雑な、関与のス
コープを提供します。複雑という
のは、それらが数多くあり、科学
的な助言システムやプロセスが非
常に異なるためです。例えば、

国連環境計画（UNEP）にはそれ
自体のチーフサイエンティストが
おり、国連災害リスク軽減局
（UNISDR）にもそれ自体の科学
技術諮問グループ（STAG）があ
ります。確立されたグローバルな
科学評価パネルも存在します。最
も有名な例は、気候変動に関する
政府間パネル（IPCC）と生物多
様性と生態系サービス（IPBES）
に関する政府間科学政策プラット
フォームでしょう。なお、これら
は包括的な説明を期すために含め
ましたが、このガイドの眼目では
ありません。

開発科学技術委員会（CSTD）
[28]は特に言及する価値があるで
しょう。それは国連の経済社会理
事会（ECOSOC）の補助機関であ
り、ECOSOCと関連する科学技術
問題に関する高水準のアドバイス
を国連総会に提供します。CSTD
は国連内の科学技術に関する勧告
とガイドラインを作成するための
プラットフォームを提供してお
り、この任務を支援するために世
界中の科学的専門知識を求めてい
ます。

(i) 国連「プログラムと資金」の例としては、国連環境計画（UNEP）、国連開発計画（UNDP）、国連
貿易開発会議（UNCTAD）があります。

(ii) 国連の「専門機関」には、国連教育科学文化機関（UNESCO）、世界銀行（WB）、食糧農業機関
（FAO）、世界気象機関（WMO）および世界保健機関（WHO）があります。

(iii) 国連「機能委員会」の例には、開発科学技術委員会（CSTD）、持続可能な開発委員会（CSD）、国
連森林フォーラム　があります。

https://sustainabledevelopment.un.org/tfm
https://sustainabledevelopment.un.org/tfm
https://sustainabledevelopment.un.org/TFM/STIForum2017
https://sustainabledevelopment.un.org/TFM/STIForum2017
http://www.un.org/ga/search/view_doc.asp?symbol=E/HLPF/2017/4&Lang=E
https://sustainabledevelopment.un.org/index.php?page=view&type=400&nr=2328&menu=1515
https://sustainabledevelopment.un.org/globalsdreport/2019
https://www.un.org/press/en/2017/envdev1770.doc.htm
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeSjDMLFP44iwTf58-aDCoKnQrNKTyprimlZa2dx7cnzpFEOw/viewform
http://unctad.org/en/Pages/CSTD/CSTD-Mandate.aspx
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科学技術共同体におかれたメジャー
グループ[29]は、そのパートナーで
ある国際科学会議（ICSU）、国際
社会科学協議会（ISSC）、世界工学
団体連盟（WFEO）を通じ、議論さ
れている特定のトピックに応じて、
持続可能な発展に関連する政府間プ
ロセスに参加し、広く科学者の関与
をもたらす主要なチャネルの1つで
す。

国連持続可能な発展ソリューション
ネットワーク（SDSN）[30]は、共
同学習を促進し、相互に関連する経
済的、社会的、環境的な地球規模の
課題への統合されたアプローチを促
進することを目指していま
す。SDSNは、国連機関、多国間金
融機関、民間セクター、市民社会と
緊密に連携しています。オーストラ
ラシアのオフィスは、最近、大学向
けのSDGsのガイドを作成しました
[31]。SDSNはSDGアカデミーをホ
ストしています[32]。このSDGアカ
デミーは、SDGsの無料、高品質、
大量のオンライン教育を提供する仮
想プラットフォームであり、また、
年次SDGsインデックスとダッシュ
ボードレポート[33]など、データの
モニタリングと説明責任の役割を果
たしています。

もう1つのグローバルなリソース
は、フューチャーアース[34]のSDGs
に関するナレッジアクションネット
ワーク[35]です。コミュニケーショ
ンを強化し、SDGsの意識を高め、
それを提供する際の科学的課題を促
進し、ガバナンスのあらゆるレベル
で科学政策のインターフェースを強
化するように設計されています。

持続可能な発展に関する国連地
域委員会[36]は、関係者の学習と
協力を通じてSDGsを推進
し、HPLFへの地域からのイン
プットを提供します。地域フォー
ラム
は、SDGs実施における政策ソ
リューション、優れた実践および
課題を共有するための場を提供す
ることで、主要な地域および小地
域の傾向を特定するのに役立ちま
す。これらは、国際的および地域
的組織、市民社会、学界、民間部
門を含むすべての関係者の参加に
開放されています。各地域のアカ
デミーネットワークである
NASAC（アフリ
カ）、IANAS（アメリカ地
域）、AASSA（アジ
ア）、EASAC（欧州）は、SDGs
を支援するプラットフォームとし
て、国連地域委員会とそのフォー
ラムの関係を強化することができ
ます。

(2) 各国レベルで
図  2は、SDGsが各国レベルでどの
ように実施される可能性があるか
を示すとともに、科学者が関与す
る主な窓口のいくつかを示してい
る。

多くの国で、SDGsをリードする省
庁あるいは部門は、国連交渉と国
別報告を行う外務省または同等の
組織でしょう。しかし、幅広い範
囲の他の省庁も目標の実施を担当
します。
これらのプロセスが国、部門、地
方（例：セクター、都市、州）レ
ベルで調整される程度は、国に
よって異なると思われます。

すべての国連加盟国に共通のプロ
セスの1つは、国が自国の目標を
実施する上での進捗状況をHLPF
に自発的に通知することを目的と
する「自発的国別レビュー」
（VNR）です。実施の最初の3年
間（2016-2019）には、110カ国以
上がVNRをHLPFに複数回提出す
る予定です。VNRの目的は、成
功、課題、学んだ教訓などの経験
の共有を促進すること、政府の政
策と制度を強化すること、そし
て、複数のステークホルダーの支
持とパートナーシップを動員する
ことです。

国連事務局は、これらのレビュー
を次の視点から標準化する努力を
行っています。
・国の優先順位と目標が含まれ
ているか。
・次の3項目について２～３の実
例が含まれているか：（i）ベス
トプラクティスの共有、（ii）遭
遇する課題、（iii）サポートが必
要な領域。
・レビューの方法論が含まれて
いるか、すなわち、誰が関与し、
誰と相談したかという情報が含ま
れているか。
・SDGsの各国フレームワークへ
の組み込みが含まれているか。
・それらがどのように実装され
ているかの説明が含まれている
か。

図2: 国連SDGプロセスにおける科学的助言のマッピング：国レベル（模式的）

国連各国代表団 

各国のSDGs調整プラットフォーム・調整機構

外交

各
国
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省
庁
・

各
国
政
府
機
関

地
域
適
合
・

ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
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ョ
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環境 科学技術STI・
教育

UNESCO
国内委員会

国際開発 健康医療

環境機関
各種NGO

そのほか

プライベートセクター
地元企業
各種貿易組織

科学アカデミー
大学 
研究機関

慈善団体 
各種NGO

自発的
国別レビュー

政府
統計機関

地域自治体

S D G sについての地域ごとの計画

国連ハイレベル政治フォーラム 首相官邸

政府チーフサイエンティスト*

各組織ごとの科学助言担当者*

S D G sについての国ごとの計画

S D G sについての政府機関ごとの計画

*存在する場合

矢印は、制度上のリンクとシステムのさまざまな部分への入力を反映します。スカラーや比例ではありません。

https://sustainabledevelopment.un.org/mgos
http://unsdsn.org
http://ap-unsdsn.org/wp-content/uploads/2017/08/University-SDG-Guide_web.pdf
http://unsdsn.org/what-we-do/education-initiatives/
http://unsdsn.org/resources/publications/sdg-index-and-dashboards-report-2017/
http://www.futureearth.org
http://futureearth.org/future-earth-sustainable-development-goals
http://www.regionalcommissions.org/regional-forums-on-sustainable-development/
https://sustainabledevelopment.un.org/vnrs/
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5.アカデミーはどのように
SDGsを支援できるか?

各国の科学アカデミーは、( i)国
内、地域および世界レベルでの独
立した科学アドバイスの提供者お
よび/ またはルートとなることが
望まれ、また、( ⅱ)SDGsの実施を
支援するための能力開発や各国の
科学システムの変更を実行してい
くことが望まれます。

VNR（自発的国別レビュー）は、
当該国で存在する場合は有用な出
発点です。VNRは、各国での実施
がうまくいっているところと、知
識、データ、特定の目標、目標や
指標の間にギャップがあるところ
についての政府の見解を提供する
からです。各国アカデミーはVNR
を使用して自らの活動するべき内
容を考案し、政府の視点に建設的
に関わることができます。たとえ
ば、科学アカデミーは、特定の分
野での知識を得ることに注力する
こともできるでしょうし、組織的
あるいは制度的なつながりが不足
する部分を橋渡しすることもでき
ます。

SDGsの実施を支えるために、STI
のための国家的、地域的およびグ
ローバルな行動計画またはロード
マップを開発する必要性がますま
す認識されています。これらの
ロードマップは、スキル、専門知
識、研究ニーズ、SDGの財務計画
と投資のギャップと機会を特定す
るのに役立ちます。しかし、その
ようなマッピングに言及するオン
ライン文書は数多くありながら、

それらの実施は十分ではありませ
ん。各国アカデミーは、誠実な仲
介者や信頼できる会議主体として
だけでなく、各国の科学システム
の重要な部分として、またアカデ
ミーが地域や世界で組織されるこ
とによって、このプロセスを促進
するのに役立つことができます。

IAPのメンバーアカデミー、各国
の若手アカデミー、グローバル・
ヤング・アカデミーの2016/17調査
で、アカデミーはSDGsをサポー
トできる次の方法を見出しまし
た：

• SDGsの重要性を伝える：公開講
演会、ディスカッション、アウ
トリーチプログラムを通じ、す
べての科学技術活動の重要性を
促進し、加盟国、政府、議会、
市民社会、公共、学界、民間セ
クターに関心を持つ（感度を高
める）ことによって。

• 政府に助言を行う：直接または
他の適切な情報源を通じて
SDGsとその目標を地方、各
国、地域ごとに解釈し、優先順
位付け、実施するのを助けるこ
とによって。

• 専門家を紹介する：公的および
民間の諮問委員会や他の委員会
に貢献するために。

2016年のレビューの第1ラウンド
での経験からは、VNRが以下の
促進を助けられることを示唆しま
した。（i）政府内のリーダー
シップ開発と技術協力。（ii）制
度的キャパシティ。（iii）データ
キャパシティ。（iv）各国での包
摂と協働。またVNRは、既存の
能力とギャップの全国的なマッピ
ング作業を促進できることも示唆
されました。2016レビュー[38]の
総合と2017レビュー[39]からの主
要メッセージの集合はオンライン
で見ることができます。

VNRは、各国の科学アカデミー
がそれぞれの政府と、制度化され
ていてもプロセスの独立した一員
として連携できる可能性のあるプ
ラットフォームを提供します。こ
れらのVNRが既に実施されてい
る国、進行中の国、および将来予
定されている国のリストは、いく
つもの国ですでに行われたレ
ビューの結果とともに、オンライ
ンで見ることができます[40]。

https://sustainabledevelopment.un.org/content/documents/127761701030E_2016_VNR_Synthesis_Report_ver3.pdf
https://sustainabledevelopment.un.org/content/documents/17035Compilation_of_Main_Messages_from_2017_VNRs.pdf
https://sustainabledevelopment.un.org/inputs/
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• 政府が一貫した科学技術政策を
実行するように促す：SDGsを支
援する基礎及び応用科学を対象
として。

• 政策立案者とアカデミア/研究コ
ミュニティとの対話者としての
役割を果たす　―各国アカデ
ミーの役割として、政策立案者
にエビデンスを伝えるだけでな
く、科学者へ政策や研究ニーズ
を伝えることも重要です。

• 異なる多様なステークホルダー
を集める： 対話を促進する、
ワークショップ、ミーティン
グ、フォーラム、シンポジウム
を通じて。

• エビデンスに基づいた明確な提
言を提供する：統合された学際
的な視点から、タイムリーなポ
ジションステートメント、レ
ビュー、ポリシー・ブリーフ、
サマリー、コンサルテーショ
ン・レスポンス、専門家コンセ
ンサス・レポートを準備するこ
とを通じて。

• シニアと若手のアカデミーメン
バーが協働する：SDGsを支援す
るためにお互いの強みを生かし
あうために。

• 今よりもさらに、異なる科学的
視点を統合し、異なる専門分野
間をつなげる：科学的、社会
的、文化的、政治的なコンテク
ストに向き合うために。

• SDGs間のトレードオフと相補性
を探り[41]、そして将来に向けて
課題を見つけ困難を予測するた
めにホライゾンスキャンニング
を行う。

• SDGsの進展をモニタリングし評
価する；インディケータの開発
を含む。特に不十分な目標につ
いて [42]。

• 共通の課題を特定し、ベストプ
ラクティスを共有し、革新的な
アプローチを推進する：このた
めに、地域および世界のアカデ
ミーネットワークを活用する。

各国のシニアアカデミーや若手アカデ
ミーは、ここで紹介されている多くの
リンクやリソースを探して、SDGsを
サポートする独自の強みを展開する方
法を検討してください。
詳細は、projects @ iapartnership.orgま
でお問い合わせください。

まとめ：アカデミーがSDGsを支援するためのルートは次のとおりです

• 毎年開催される国連STIマルチステークホルダーフォーラムに参加す
る。

• 持続可能な発展報告書（GSDR）への入力依頼に対応する。
• 地域のアカデミーネットワークを通じて国連地域委員会に参加す

る。
• 自発的国別レビュー（VNR）プロセスを各国で支援する。
• 各国政府のSTIロードマップ/行動計画の策定に貢献する。
• 様々な国連組織における科学に基づいた作業に専門知識を提供す

る。
• 国連の科学技術のためのメジャーグループを通じた協議に貢献す

る。
• 国際的な研究、モニタリングおよび評価プログラムに参加する。
• SDGsを各アカデミー内あるいはアカデミー間のプログラムやイニシ

アティブに反映する。

https://www.icsu.org/cms/2017/05/SDGs-Guide-to-Interactions.pdf
https://www.icsu.org/cms/2017/05/SDG-Report.pdf
mailto:projects%40iapartnership.org?subject=
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アカデミーの年次
業績計画、年次報
告書および戦略計
画にSDGsを含めま
した
例：南アフリカ科学ア
カデミー（ASSAf）

賞や研究資金を
SDGsに協調させま
した
例：世界科学アカデ
ミー (TWAS)

SDGsに関連付けた
ワーキンググループ
を活用しました
例：グローバルヤングアカ
デミー (GYA)

SDG関連のテーマで年次
メンバー会議を開催しま
した

例： タイ科学アカデミー
(TAST)

Photo: United Nations Photo

各国
アカデミーの
SDGs
取り組み例

SDGsに焦点を当て
たプログラムを通し
て大学を奨励しまし
た
例： スイス科学アカデ
ミー (SCNAT)

SDGsに関する諮問
委員会を設置しま
した
例：日本学術会議 (SCJ)

持続可能な発展の研
究においてフラグ
シップ研究を推進
し、SDGsのための
政府STI計画を策定し
ました
例：マレーシア科学アカ
デミー (ASM)

国の持続可能性に関
する報告を委託しま
した
例： 中国科学アカデ
ミー(CAS)

SDGsに関係する内
容を扱った視聴者参
加型のライブテレビ
番組を主催しました
例： ザンビア科学アカ
デミー (ZaAS)
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Annex B - 参加アカデミー
(i) 各国シニアアカデミー
InterAcademy Partnership（IAP）は、アフリカ（NASAC）[ii]、アメリカ大陸 
（IANAS）[iii]、アジア（AASSA）[iv]、ヨーロッパ（EASAC）[v]のネットワーク
とともに、130以上の国家と地域に存在する業績主義に基づく科学・医学・工学
のアカデミーのグローバルネットワークです。これらのアカデミーは、世界で最
も挑戦的な問題に取り組むための解決方法を探すにあたり、科学の役割をサポー
トするために働いています。これらのアカデミーは、健全な政策を進めるため
に、世界の科学、医療、エンジニアリングリーダーの専門知識を活用することに
よってこれを行うよう努め、科学教育の卓越性を促進し、公衆衛生を改善し、そ
して、他の重要な開発目標を達成します。

アカデミーとその地域ネットワークは、グローバルなレベルでの政策アドバイス
とサービスにおいて、より積極的で学際的な役割を果たしたいと考えており、自
分の仕事をよりよく統合し合理化するよう努力しています。

(ii) グローバルヤングアカデミーと各国若手アカデミー
各国での若手アカデミー[vi]の動きはますます高まっています。現在、世界33カ
国で設立され、その他の国でも10のこれに類する計画があります。加えて、グ
ローバルヤングアカデミー（GYA）[vii]は、2017年の時点で、70カ国の代表的な
若手科学者（独立した学術キャリアを始めたころ）200人のメンバーと、134人
の同窓生から構成されています。メンバーは5年任期で、科学の卓越性とGYAの
役割へのコミットメントに基づいて選ばれています。GYAと各国若手アカデミー
の活気は、より良い世界を創造するための科学の役割に情熱を注いでいるメン
バーのエネルギーからもたらされます。
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  vi - https://globalyoungacademy.net/national-young-academies/

  vii - https://globalyoungacademy.net/
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